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広報 10

▲ 北沢楽天筆色紙「乃木大将」
　(一宮町教育委員会所蔵 )

一
宮
町
の
歴
史
特
集

　「
一
宮
町
ゆ
か
り
の
人
々
⑤
」

北き
た
ざ
わ沢
楽ら

く
て
ん天
（
１
８
７
６
〜
１
９
５
５
）

　
北
沢
楽
天
は
日
本
初
の
職
業
漫
画
家
と
い

わ
れ
て
い
る
人
物
で
す
。

　
楽
天
は
明
治
9
年
（
１
８
７
６
）、
東
京

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
本
名
は
保や

す

次じ

と
い
い

ま
す
。
明
治
32
年
（
１
８
９
９
）、
福
沢
諭

吉
が
主
宰
す
る
時じ

じ事
新し

ん
ぽ
う報

社
（
新
聞
社
）
に

絵
画
記
者
と
し
て
入
社
、
政
治
や
社
会
風

刺
画
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
36

年
（
１
９
０
３
）
頃
か
ら
「
楽
天
」
の
ペ

ン
ネ
ー
ム
を
使
い
始
め
ま
し
た
。
明
治
38

年
（
１
９
０
５
）
に
は
日
本
初
の
カ
ラ
ー
漫

画
雑
誌
「
東
京
パ
ッ
ク
」
を
創
刊
、

大
正
10
年
（
１
９
２
１
）
に
は
時

事
新
報
か
ら
日
本
最
初
の
新
聞
日

曜
漫
画
版
と
し
て
「
時
事
漫
画
」

が
独
立
し
、
楽
天
は
そ
の
カ
ラ
ー

漫
画
版
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）
に
時

事
新
報
社
を
退
社
、
そ
の
後
は
東

京
の
自
宅
ア
ト
リ
エ
で
「
楽
天
漫

画
ス
タ
ジ
オ
」
を
開
設
、
昭
和
９

【
問
合
せ
】　
教
育
課
　
☎
42
１
４
１
６

密
な
関
係
を
有
し
、「
公
」
と
し
て
の
責
任

を
強
く
自
覚
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

役
場
と
と
も
に
社
会
の
中
で
「
公
」
と
し
て

機
能
し
て
い
る
組
織
が
衰
退
し
て
ゆ
く
と
い

う
こ
と
は
、「
公
」
の
機
能
全
体
の
後
退
と

と
ら
え
る
べ
き
だ
と
思
う
の
で
す
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
の
組
織
に
と
ら
わ
れ
ず

に
、
気
が
合
う
方
々
が
集
ま
っ
て
組
織
す
る

サ
ー
ク
ル
的
な
グ
ル
ー
プ
が
多
数
で
き
つ
つ

あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
の
方
々
は
、

各
々
の
関
心
の
範
囲
で
、
積
極
的
に
様
々
な

社
会
的
機
能
を
果
た
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
は
、

気
の
合
う
方
々
が
個
人
的
に
呼
び
か
け
作
り

上
げ
た
組
織
で
す
の
で
、「
公
」
の
要
素
や

自
覚
は
、
十
分
と
は
言
え
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

今
後
、
こ
れ
ま
で
行
政
と
と
も
に
「
公
」

を
担
っ
て
き
た
組
織
の
衰
弱
と
、
私
的
な
回

路
に
始
ま
る
任
意
の
組
織
の
成
長
と
い
う
事

態
に
対
し
て
、
民
間
で
は
あ
っ
て
も
「
公
」

と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
担
っ
て
も
ら
え
る

組
織
の
再
構
築
が
課
題
と
な
っ
て
く
る
と
、

切
実
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

最
近
、
こ
れ
ま
で
行
政
機
関
と
連
動
し
な

が
ら
地
域
を
支
え
て
き
た
各
種
社
会
組
織
が

元
気
を
失
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
話
を
よ
く

伺
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
消
防
団
・
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
こ
と
で
す
。

最
も
大
き
な
要
因
は
、
新
し
い
世
代
の
加
入

が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

地
域
の
防
火
・
防
災
の
中
核
を
な
す
消
防

団
は
、
一
宮
の
支
団
に
は
幸
い
ま
だ
若
い
皆

さ
ん
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
長
生

郡
市
全
体
で
み
る
と
、
若
い
世
代
の
新
規
加

入
状
況
は
思
わ
し
く
な
く
、
今
後
、
女
性
消

防
団
、
シ
ニ
ア
消
防
団
な
ど
の
組
織
立
ち
上

げ
も
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
新
た
に
登
録
さ
れ
仕
事
に
従
事

さ
れ
る
方
が
少
な
く
、
平
均
年
齢
が
上
が
る

一
方
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
う
し
た
お
話
は
、
交
通
安
全
協
会
・
自

衛
隊
協
力
会
な
ど
、
本
当
に
あ
ち
こ
ち
で
耳

に
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
日
本
の
社
会
を
行
政

と
と
も
に
形
作
り
、回
し
て
き
た
諸
組
織
が
、

そ
の
機
能
を
低
下
さ
せ
始
め
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
私
は
大
変
な
事
態
だ
と
と
ら
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
組
織
は
、
行
政
と
も
緊 No.6

一宮町長
馬淵 昌也

公
と
私
の
あ
わ
い
で

年
（
１
９
３
４
）
に
「
三さ

ん
こ
う光

漫ま
ん
が画

ス
タ
ジ
オ
」

と
改
名
し
、
後
進
を
指
導
し
ま
し
た
。
戦
後

は
埼
玉
に
移
住
し
、昭
和
30
年
（
１
９
５
５
）

に
79
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
日
本
画
を
描
く

日
々
を
送
り
ま
し
た
。
第
2
次
世
界
大
戦
前

に
発
行
さ
れ
た
『
楽
天
全
集
』
は
手
塚
治
虫

に
影
響
を
与
え
た
と
い
い
ま
す
。

　
楽
天
は
一
宮
川
沿
い
に
別
荘
を
所
有
し
て

お
り
、
亡
く
な
る
ま
で
た
び
た
び
一
宮
を
訪

れ
て
い
ま
す
。
大
正
元
年
（
１
９
１
２
）
に

は
自
ら
が
経
営
す
る
楽
天
社
か
ら
『
一
宮
案

内
記
』と
い
う
観
光
案
内
を
刊
行
し
ま
し
た
。

南
宮
神
社
に
伝
わ
る
楽
天
の
絵
馬
（
町
指
定

文
化
財 

）
な
ど
、
町
内
に
も
そ
の
作
品
は
多

く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼ 出品者の選りすぐりの作品が並びました


